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　　　　　　　　　　　　　　　　　　初めまして。私の名前はレイシー・コリンです。私は何
　　　　　　　　　　　　　　　　　十年も前に、裏庭にカンガルーや野うさぎ、コアラたちが
　　　　　　　　　　　　　　　　　いるオーストラリアのビクトリア州メルボルン市で生まれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ました。私の誕生日は日本の「昭和の日」にあたります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　私が初めて日本に来たのは1996年で、国際交流プログラ
ムがきっかけでした。群馬県の田舎にある典型的な日本の家に１年間ホームステイしました。日
本がとても気に入り、２年後にワーキングホリデイビザで日本に帰ってきました。東京では英語
教師をしながら、週末には観光を楽しみました。そんな時、英語教師をしている日本人女性に出
会い、2000年にオーストラリアで結婚、５年間の時を経て、子育てのために日本へ家族と共にや
って来ました。西条に来てあっという間に５年が過ぎ、今年の４月には結婚10周年を迎えること
ができそうです。
　私は西条のおいしい水と、壮大な山々の景色、おいしい空気、そして温かい市民の皆さんが大
好きです。特に夏には、石鎚山にサイクリングに出かけ、帰ったら加茂川の清流で泳ぎます。　
　私の好きな日本料理は寿司です。日本語も先生に習って勉強しています。私の仕事は、英会話
や英語を教えることで、企業の英語研修なども行っています。特に、妻と一緒に開いている学習
塾では、小学生から高校生までの生徒たちのために毎日英語学習を指導しています。私の次の夢
は、いつの日か日本列島を自転車で横断することです。これからもよろしくお願いします。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜著：レイシー・コリン＞

▲レイシー・コリンさん

広報さいじょう　2010　4月号33


